『知的財産特論』最終課題
	研究科
	
	
	。

	学籍番号
	
	氏名
	


1． 自分の研究内容について、研究テーマ名および研究概要を書きなさい。
（１）研究テーマ（研究題目）
	※以下の設問は、企業との共同研究における秘密保持契約がある場合、あるいはその他の秘密保持が必要な研究をされている場合は、秘密保持の必要性がない周辺部分のテーマに差し替えて回答してください。


（２）研究概要（最大500字程度）　※研究の目的（背景、意義・重要性等）をできるだけ分かり易く簡潔に記載すること。専門用語を多用することは避けること。ポンチ絵等の図を用いるのが良い。
	


（３）研究内容をよく表しているキーワードを記入しなさい（最大10個まで）。キーワードに類義語・同義語がある場合はそれらもあわせて記入しなさい。
なお、ここでいう「キーワード」は大量の技術情報の中から特定の技術をコンピュータにより検索する際に手段として用いることができる語のことをいう。
例）キーワード：「電気伝導体」　　類義語・同義語：「導電体」、「導線」
	No
	キーワード
	類義語・同義語
	No
	キーワード
	類義語・同義語

	1
	
	
	6
	
	

	2
	
	
	7
	
	

	3
	
	
	8
	
	

	4
	
	
	9
	
	

	5
	
	
	10
	
	


２．特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）又はその他の特許検索システムを用いて、自身の研究内容に関連する先行文献調査を行い、以下の①～⑤を記入しなさい。
	① 調査に用いた検索システム　　※1～2のいずれかに○を付ける。2の場合は（ ）内に詳細を記入。
　1．J-PlatPat  特許・実用新案テキスト検索
　2．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

	② 検索を行った日時
	令和　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　　：　　　　ごろ

	③ 検索に用いた検索式とヒット件数（最大10個まで）
No.
検索式
ヒット件数
例）
低温×（電気伝導体＋導電体＋導線＋導体）×フェライト
68件
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10


	④ 上記③の検索結果において、自身の研究に最も近いと思われる文献（最も近い先行技術）
(1) 文献番号
例）特開2011-236068
(2) 発明の名称
(3) 出願人
(4) 特許請求の範囲
【請求項1】


	⑤ 自身の研究と最も近い先行技術（④に記載の文献）との対比　
※専門外の人にも分かるように記述すること。ポンチ絵や明細書の図等をできるだけ用いること。
(a) 最も近い先行技術（④の文献に記載の技術の概要・課題等）
(b) 自身の研究の特長（技術的な特徴、オリジナリティなど）
(c) 対比（自身の研究の優位性、期待される効果等）　※(b)-(a)＝(c)



※記入欄が足りない場合は、適宜広げても構わない。
